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復興事業に係る埋蔵文化財発掘調査について

復
興
事
業
に
係
る
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
に
つ
い
て

宮
古
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課

１　
宮
古
市
に
お
け
る
復
興
事
業
に
か
か
る
発
掘
調
査

　
宮
古
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
同
年
の
５
月

18
日
か
ら
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
津
波
被
災
者
の
自
力
住
宅
再
建
に
伴
う
田
老
地

区
で
の
樫
内
Ⅰ
遺
跡
の
発
掘
調
査
だ
っ
た
。
こ
の
発
掘
調
査
は
、
県
内
の
被
災
地

の
中
で
も
い
ち
早
く
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
全
国
的
に
も
注
目
を
浴

び
マ
ス
コ
ミ
に
も

取
り
上
げ
ら
れ

た
。

　
こ
れ
を
契
機
に

平
成
23
年
度
は
、

被
災
者
の
住
宅
再

建
に
伴
う
調
査
を

15
件
（
試
掘
調

査
11
件
、
本
調
査

４
件
）、
被
災
し

た
民
間
会
社
の
工

場
再
建
に
伴
う
試

掘
調
査
１
件
の
計

16
件
の
調
査
に
あ

た
っ
た
。
ま
た
、

平
成
23
年
度
は
、

急
増
す
る
試
掘
調

査
に
対
応
す
る
た

め
に
９
月
か
ら
埋

蔵
文
化
財
調
査
員

（
非
常
勤
）
２
名

高
台

移
転

地
の

発
掘

調
査

の
様

子
　

千
鶏

Ⅲ
遺

跡
（

平
成

25
年

度
）

を
採
用
し
、
調
査
体
制
の
整
備
を
行
っ
た
。

　
平
成
24
年
度
は
、
被
災
者
に
よ
る
住
宅
再
建
の
ほ
か
、
下
半
期
か
ら
は
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
や
漁
業
集
落
防
災
機
能
強
化
事
業
、
災
害
公
営
住
宅
事
業
等
の

公
共
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
後
、
公
共
事
業
に

伴
う
発
掘
調
査
は
、
津
軽
石
地
区
の
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
、
高
台
移
転
地
か

ら
幹
線
道
路
に
抜
け
る
市
道
整
備
に
伴
う
調
査
と
順
次
実
施
さ
れ
た
。
平
成
24
年

度
か
ら
は
、
発
掘
調
査
の
専
門
職
員
の
派
遣
を
受
け
る
と
と
も
に
、
任
期
付
職
員

を
２
名
採
用
し
、
調
査
体
制
を
さ
ら
に
整
備
し
、
16
件
（
試
掘
調
査
８
件
、
本
調

査
８
件
）
の
調
査
を
行
っ
た
。

　
平
成
25
年
度
・
26
年
度
は
、
派
遣
職
員
の
増
員
も
行
い
調
査
を
実
施
し
て
き
た
。

調
査
件
数
は
、
平
成
25
年
度
が
22
件
（
試
掘
調
査
10
件
、
本
調
査
12
件
）、
平
成

26
年
度
が
10
件
（
試
掘
調
査
７
件
、
本
調
査
３
件
）
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
25
年

度
の
後
半
か
ら
は
、
復
興
事
業
以
外
の
通
常
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
が
増
加
し
て

く
る
状
況
と
な
っ
て
き
た
。

　
こ
う
い
っ
た
状
況
を
経
て
、
平
成
27
年
度
は
高
台
移
転
や
個
人
住
宅
関
係
の
調

査
は
ほ
ぼ
終
息
し
、
高
台
移
転
地
か
ら
幹
線
道
路
に
至
る
市
道
整
備
事
業
に
伴
う

調
査
の
み
の
実
施
と
な
っ
た
。
調
査
件
数
は
４
件
（
試
掘
調
査
１
件
、
本
調
査
３

件
）
で
あ
る
も
の
の
、
新
設
の
道
路
整
備
で
あ
っ
た
た
め
調
査
対
象
面
積
が
広
く
、

派
遣
職
員
の
支
援
の
ほ
か
に
岩
手
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得
な
が
ら

調
査
に
あ
た
っ
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
開
始
し
た
こ
れ
ら
一
連
の
復
興
事
業
関
係
の
発
掘
調
査
は
、

各
事
業
者
や
被
災
者
の
計
画
や
希
望
を
優
先
し
、
可
能
な
限
り
そ
の
要
望
に
応
え

る
た
め
の
調
査
現
場
の
進
行
を
優
先
的
に
行
っ
て
き
た
。
調
査
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
の
増
員
に
加
え
、
最
新
の
測
量
機
器
を
導
入
す
る
な
ど
し
て
迅
速
か
つ
効
率

的
に
進
め
る
方
法
を
随
時
検
討
し
実
施
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
平
成
27
年
12
月
の

赤
前
地
区
で
の
調
査
終
了
に
よ
り
、
復
興
事
業
関
係
の
発
掘
調
査
は
、
復
興
工
事

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
終
息
の
状
況
と
な
っ
た
。

　
平
成
28
年
度
以
降
は
、
発
掘
調
査
し
た
遺
跡
の
資
料
整
理
及
び
発
掘
調
査
報
告

書
の
刊
行
に
向
け
た
業
務
と
な
っ
て
い
る
。

高台移転地の発掘調査の様子　千鶏Ⅲ遺跡（平成25年度）
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震災と復興の記録

対　　応
・試掘調査に対応する埋蔵文化財調査員（非常勤）
  の採用（平成23年度）
・任期付職員の採用（平成25年度）
・専門職員（調査員）の派遣要請
・一部の調査を岩手県教育委員会及び岩手県埋蔵
  文化財センターに委託
・現場での混乱を避けるために、取材等の対応は、
  調整担当の方で一元的に管理をし、情報の錯綜
  や誤解のないように努めた。
・作業員の賃金単価を上げるとともに、ハローワー
  クにて公募を続けた。
・各現場の調査進行状況に合わせ作業員を集中及び
  拡散させた。
・復旧作業の合間を縫って 1 日、2 日単位で借上げ
  た。
・単価が割高でも借上げた。
・平成24年度に事務補助員（期限付臨時職員）を
  採用するとともに埋蔵文化財調査員 1 名を事務
  にあてた。
・遺跡分布図を本庁の窓口や各総合事務所、出張
  所、公民館、図書館等の市民の集まる場所での
  公開を行い、市民からの問い合わせにいつでも
  対応できるようにした。

課　　題

埋蔵文化財調査の体制整備

埋蔵文化財調査にかかるマスコ
ミ報道への対応

埋蔵文化財調査作業員の不足

重機（バック ･ ホー）の不足

埋蔵文化財関係事務量の増加
（照会対応、確認、伝票作成と処
理など）

市民や民間事業者への広報と周
知

年　　度

平成23年度
　～平成27年度

平成23年度

平成23年度
　～平成24年度

平成23年度
　～平成24年度

平成23年度
　～平成27年度

平成23年度
　～平成27年度

２　
宮
古
市
に
お
け
る
復
興
事
業
に
か
か
る
発
掘
調
査
の
課
題
と
対
応

　
復
興
事
業
に
か
か
る
調
査
件
数
の
大
幅
な
増
加
に
伴
い
、
届
出
関
係
や
照
会
業

務
等
に
か
か
る
事
務
量
の
増
大
も
想
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
実
施

し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
様
々
な
課
題
に
直
面
し
た
が
、
国
や
県
な

ど
の
支
援
も
あ
り
次
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
た
。

　 23年度 24年度 25年度 26年度 27 年度 合計（件）
試掘調査 12 8 10 7 1 38
本調査 4 8 12 3 3 30

計 16 16 22 10 4 68

復興事業にかかる埋蔵文化財調査件数の一覧表（平成27年度末段階）

宮古市教育委員会で実施した発掘調査の年度別件数（平成18年度～平成27年度）

40
45

（件）

復興調査

10 13 15 12 12 12 11
20

24
18

16 16

22
10

4

0
5

10
15
20
25
30
35

 

 
通常調査 
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復興事業に係る埋蔵文化財発掘調査について

・「広報みやこ」への周知記事の掲載。
・事業者向けに「埋蔵文化財の取扱いについての
  説明会」の開催。
・現地説明会や企画展、報告会等の公開活用事業
  を開催。

・基本的な部分の「宮古市の発掘調査マニュアル」
  を作成
・宮古市の調査員と派遣職員の組み合わせで調査
  を実施

・最新の測量機器などの導入
・調査が集中する沿岸部（崎山地区）に仮設事務
  所を設置する。
・公用車の長期リースとレンタカーの借上げ（～
  平成27年度）
・職員の業務分担の徹底
・公開活用事業等は、調査量が激減する冬期間に
  実施する。
・事業課分も含め25の遺跡の報告書刊行について、
  復興期間終了となる平成32年度までに刊行する
  計画を立てた。
・整理作業の段階で民間等に委託できるものは委
  託する。

派遣職員との調査方法の違い

調査の迅速化と効率化

通常の文化財保護業務と復興調
査の両立

発掘調査の資料整理及び調査報
告書の刊行

平成24年度
　～平成27年度

平成24年度
　～平成27年度

平成24年度
　～平成26年度

平成27年度～




